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考 え ず， 思 考 停 止 状 態 で「 戦 争 の 習 慣 へ の 追 従 」



















なんだ」（what England wants is a war […]. We ’re flabby 














書 き 始 め る 」（Here are our editors and newspaper 
















だった」（I was pacifist before 1914）と述べているが（It’s 




を終わらせるための戦争」（war to end war）という言葉
を真に受けて，自ら戦場に身を投じざるをえなかったので
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